
















































5年生の読書生活研究

た。

他の子どもたちは， インタビュ ー やアンケ ー トにする

項目を考え出すのに苦労していた。特に家庭の人を対象

にしてアンケ ー トをとる子どもたちは， 10月10日が祝 H

なので， 回収するのに時間がかかり大変なので， 今日中

に作ってしまおうと奮闘していた。

10月9日（水）2時間… 町内音楽会の発表でブラスバ

ンド部の子どもたち8人が終日欠席していたので， 残り

の子たちがそれぞれ自分のテ ー マにしたがってやり始め

た。午後の 5 · 6 校時を使った。 インタビュ ー もあちこ

ちでなされたが， 時々乱暴な受け答えや素っ気ない答え

方をする子が見受けられたので， その子の側に行ってそ

の都度注意した。 アンケ ー ト用紙もたくさんできていた

ので， それにも解答しながら自分のこともやっていくと

いうので， 静かな中にもとても活気があった時間を過ご

した。 3時半を過ぎて放課後の時間となったがブラスバ

ンド部の子どもたち8人が教室に婦ってくるやいなや，

子どもたちが殺到して， 自分の質問に答えてもらおうと

順番待ちでインタビュ ー したりアンケ ー ト用紙を渡して

いた。

先生方にアンケ ー トを出した子どもたちは， 一人一人

の先生にお願いして回ったが，「忙しいので後で。」と言

われたりして， 集めるのに何日もかかっていた。

10月11日（金） 1時間…そろそろ調査した材料が揃っ

てきたので， 調査報告書の「まえおき」になる部分を書

かせようとした。 が， 子どもたちはなかなか思うように

書けなかった。 子どもたちの調査していることが多様で，

私の考える例文では十分に対応できなかったのである。

なんとか書かせたが， 強引すぎたと後で反省した。

10月14日（月） 2時間…調査報告書を書くための手引

きを与えて， 下書きを国語のノ ー トに書かせた。 わから

ない子にはその子のテ ー マと内容にそって一人一人説明

していった。 なんとかわかったようで， 鉛筆がすらすら

動き出した。 子どもたちは， 手引きにそって， 下書きを

していった。 書くことがわからなくなると相談にきた。

10月15日（火） 1 時間…田中君は， いつの間にか自分

の分担したテ ー マを変更し， 私が借りてきた本，「学校

読書調査25年…あすの読書教育を考える… j（松任谷彦

四郎編集， 毎日新聞社， 昭和55年）を読んで，「 2, 不

読児
“

本ばなれ
”

か「本ぎらい」か」（岡田滋男95-101

頁）のところのグラフを写していたので， それを参考に

して， 本を読まない理由をアンケ ー ト調査することにし

た。 ただし， 今の学級の子どもたちはよく本を読んでい

るので， 以前読まなかったときのことを思い出して， 書

いてもらうことにした。 5 年4組の隣にある学級は 6 年

1組なので， 6年生の読書生活も知るために， 同じよう

にアンケ ー ト調査することにした。 この調査も大変役に

立った。

藤原君， 野村君， 高橋君は， 各学級の蔵書数を調査す

ることを付け加えた。 この子達のように， 調究している

うちにもっと内容を増やした方がいいと思った子はどん

どん増やしていった。

10月16日（水） 2 時間… 下書きが終わって， 1/3の子

どもが清書段階になった。 下書きは， 国語のノ ー トに合

わせて縦書きだったが，清書は，印刷原稿とするためB4

版の大きさのファックス原紙に横書きにさせた。 子ども

たちは， 戸惑うかと思いのほかスム ー ズに書き進め， イ

ラストを入れ， レイアウトも様々に工夫していた。 報告

書を書いているうちに， 内容を補足するためかもっと質

問したくてインタビュ ー 項目を増やしている子が多く

なった。

10月18日（金）から10月258 （金）までの間に， 段々

と清書ができあがってきた。

⑥できあがった子どもたちの作品

一人2頁～6頁の分量で， 全員が自分の報告書を完成

した。 文体および図表やイラストを工夫してすばらしい

紙面ができあがった。すべてを紹介できないので， 根本

さんの作品を紹介する。（本稿末尾参照）

⑦「5年生の読書生活研究」発表会

11月5日（火） 1時間…発表会のプログラムを渡した。

このプログラムには， 発表の順番と発表の仕方， 聞き方

の自己評価項目と「みんなの発表を聞いて」などを入れ
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